




研究目的

　染色体異常児は種々の程度の精神運動発達遅延を伴うことが多く,乳幼児期

に死亡する異常児以外は,重症心身障害施設および精神薄弱児施設に収容され

る機会が多い。しかしながら従来の報告では,収容児全員に対する染色体検索

がなされているものは少なく,また近年開発された Banding 法を使用しての報

告は少ない。今回われわれは,重症心身障害施設に収容されている全員にトリ

プシン処理による G-Band法を用いて,染色体異常児の頻度について検索した。


